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37.ラ ンダム磁場 イジングモデルの理論の最近の展開

東北大埋､ 阪大埋A 岡部 豊､ 動地 誠q

ラ ンダム磁場 イジ ングモデ ルの下臨界 次元が い くつであ るかにつ いて､ 長 い間論争が

行われ てきたが､ 3次元では有限の臨界温度が あ るとい うことに落 ち着いて きた｡ これ

は大 きなサ イズのモ ンテカル ロシミュ レ-シ ヨン 日】で も示 され ているが､ 最近､ 朗磁

場下での秩序相の存在が 厳密 に議論 され ている r2】｡

相転移が 存在 すれば､ 次 に臨界現象 に興味が持 たれ る｡ ラ ンダム磁場 イジ ングモデル

の臨界現象 につ いては､ "絶 対零度圃定点"に支配 され た 2次転移 とす る スケー リング

理論が いくつかのグル-プ によ り議論 されてい る 【3-5]｡ くりこみ附の流れ図を第 1回

に示す｡ 国 中 Cは､ ラ ンダム磁場のな い純粋系の "熱的な =固定点､ Rが絶対零度 "ラ

ンダム磁場 日間定点 を表 す｡ この理論 によれば､ 臨界現象 を記述す る独:;Lな臨界指数は

3つで､ ハ イパー スケー リング則 が､ 2-α=(d-y)レ と修正 され る｡ ここで､ 第 3の臨

界指数 y は､ くりこみ変換 を1'=Tったと きの相互 作用 ､)に閲す る指数､ J'=byJ,である｡

y〉0の ときは､ 第 1回の流れの 向 きの よ うに､ 有限のラ ンダム磁場が存在すれば､ 臨非

現 象はすべ て絶 対零度固定点Rに支配 されることにな る｡
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Ogielski[机 は､ 3次元系 の絶 対零 度の性質を､ 最適化のシミュ レ-シ ヨンで調べ た.

非常 に多 くの ラ ンダム磁場配置 について､ 基底状態 を指 し､ 物理壇の配置平均を求め た｡

具体的 に､ 磁化の 2棄平均のサイズ依存性を解 析 したのか 第 2回である｡ これか ら臨界

指数 と して､ 77～=ヤーyニー0.9,レ～1.0という結論 を得ている｡

一方､ 我 /7 177は有閑温度-の 臨界的性 質をモ ンテカル ロ くりこみ群を用 いて研究 した｡

643のサイズのラ ンダム磁場イ ジ ングモテ ルのモ ンテカルロシミュ レーシ ョンを実行 し､

-422-



｢スピングラスを中心 とした新 しい秩序相｣報告
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･T,2閲 的)l照JiEに33ける揖化U)2沌-i,I),;)の ･THH･'il フ U ツクスビン弧化のjLの くりこIF

IJ･イズr/り川 ,LGI｡ ラ ン,/ム肘 Lt.a),)川 は 0)ふ る まい 川 O ラ ン'/ム6はJkl,lよ±h.'JITIJ'-(-

ガ ウ 7日川 ｡ 系の.Tイズは しJ｡ hR/J=0.0や馴 -のかっこlJ･JO)枇'-F･(;lフ U ツ')

スピン'B.:1g3の次をtを来す｡

各 モ ンテカル ロステ ップ でプ ロ ､ソクス ビ ン変換 を行って､ 揖化の変換の性 質 を紺べ た｡

ラ ンダム板 場 を大 きくす ると臨舛温 度が 低 くな ってい くこ とが わか るが､ 那3匹】に､ ブ

ロッ クスピ ン磁 化の比の､ くりこみの操子 を示す｡ これか ら､ 7～ユー0.7--0･(Jと評抑圧
きる｡ また別の解析か ら､ Vニ0.9, γ=1.7-1.8, βニ0,2-0.3と得 られ るか､ これ

らの臨界は 芸女は､ y_～0.0とすれば､ スケー リング則 I3こ5】 を満たすことか わかる.

3次元ラ ンダム揖 JlJ) イジン'/モデ ルの和服温 度の川転移が 示 され たといっても 12上

達規的な臨界現 象の研 究は､ 哩 諭的 にも実験的 にもまだ不十分であ る｡ 今後の発展が望

まれ る｡
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